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MetaFluor Version7.Xからのバルブコントロールについて 

専用ケーブル (25pin – 6BNC) の 25pinD-subコネクタをコンピュータのパラレルポート(LPT, プリン
タポート)に接続し、6個の BNCコネクタをバルブコントローラに接続します。 

1. TTL ON/OFF出力ポートの設定 
a) Meta Imaging Series 7.xグループのMeta Imaging Series Administratorアイコンをダブルク
リックしてMeta Imaging Series Administratorダイアログボックスが表示されます。 

 

 
b) Meta Imaging Series Administratorダイアログボックスで Configure Hardwareをクリックし
ます。 
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c) Configure Hardwareダイアログボックスで Install System Devicesをクリックします。 

d) Install Hardware ダイアログボックスで Available Hardware から LPT Port を選択して
Install>>をクリックします。Installed Devicesに LPT Portが表示されます。OKをクリック
します。 

 
e) Configure Hardwareダイアログボックスで Configure Devicesをクリックします。 
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f) User Setting for “Default” hardware configurationダイアログボックスで Available Devicesで
LPT Portを選択してAdd>>をクリックします。Claimed DevicesにLPT Portが表示されます。 

 
g) Claimed Devicesの Parallel Portを選択して Settingをクリックします。Parallel Port Settings
ダイアログボックスで Portのところで LTP 1, 2, 3のいずれかを選択します。パラレルポートの
増設等を行っていない場合は LPT 1 を選択します。チェックボックスのチェックは必要ありま
せん。OKをクリックします。 

 
h) 各ダイアログボックスで OKをクリックしてそれぞれを閉じます。トリガー出力ポートの設定は
終了です。 

※すでにその他のデバイスが設定されている場合は、それらを残した状態で LPT Portを追加してくだ
さい。 
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2. MetaFluorの起動 
a) Meta Imaging Series 6.1グループのMetaFluorアイコンをダブルクリックしてMetaFluorを
起動します。 

b) コマンドバーから Newをクリックします。画像取得用のコマンドバーが表示されます。 

c) 露光時間、波長等の基本条件の設定を行います。（設定方法は別途資料をご覧ください。） 
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3.  Journalの作成 
a) Journalsメニューから Create Journalを選択します。 

b) 新規作成する Journalファイル(JNL)名を設定して保存をクリックします。(ここでは pin2.JNL
とします。) 

c) Journal Editorが表示されますので、左側の一覧からSend DIO Dataを選択してNo Description
の下にマウスで移動します。移動した後に Send DIO Dataの設定ダイアログボックスが表示さ
れます。使用する Pin2を Onにします。（それ以外は Ignoreにしてください。）OKをクリック
します。（バルブ#1 ON用） 

   
d) 左側の一覧から Event Markを Send DIO Dataの下にマウスで移動します。Event Markに表
示したいテキストを入力します。OKをクリックします。 

     
e) Saveをクリックして b)で設定した Journalを上書きして保存します。 

f) Send DIO Dataを選択して Edit Function Settingをクリックします。Pin2を Off（バルブ#1 
OFF）にして OKをクリックします。また、Event Markを選択して Edit Function Settingを
クリックして表示するテキストを変更します。変更しましたら OKをクリックします。（c, d参
照） 

g) Fileメニュー, Save Asで異なる名前で保存します。（pin2off.JNL） 

h) f), g)を繰り返し行い、バルブ ON/OFF用のジャーナルを複数個（ON, OFF各 6個） 

i) Exitをクリックして Journal Editorを閉じます。 
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※Show Message and Waitは特に必要ありませんが、ジャーナルを Runさせた後にメッセージを表示
する場合に使用します。 

※保存した Journalを変更（編集）する場合は、Journalsメニューから Edit Journalを選択して JNL
ファイルを読み出し編集します。(Journal Editorが起動します。) 
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4. Journal Toolbarの作成 
a) Journalsメニュー、Create Journal Toolbarを選択します。ジャーナルツールバーの行(Rows)、
列(Columns)を設定します。また、Journal Toolbar Titleは任意に変更してください。OKをク
リックした後にファイル名を入力して保存します。(valve.JTB) 

  
b) 下記表示が出ましたら”はい(Y)”をクリックして Journal Toolbarの編集を行います。編集が必要
ない場合は”いいえ(N)をクリックします。 

 
c) Edit Journal Toolbarが表示されます。1を選択して Assign Entryをクリックします。その後

Select a Journalでジャーナルファイル(JNL)を選択して”開く(o)”をクリックします。同様に異
なるジャーナルファイルを 2以降にエントリします。Wording Appear on Button:にジャーナル
ツールバー上の各ボタンに表示されるテキストを入力します。（何も入力しませんとジャーナル
ファイル名が表示されます。Closeで Journal Toolbarが表示されます。 
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5. バルブのコントロール 

a) 下記 Journal Toolbarの各ボタンをクリックしますとバルブの開閉が行われます。各ボタンをク
リックすることによりONでは各BNCコネクタの出力が 5Vになり、OFFでは 0Vになります。
ご使用のバルブコントローラの開閉の極性をご確認ください。 

 
b) 画像取得中にこれらのボタンをクリックしますとバルブの ON/OFF 意外に表示されているグラ
フ中にイベントが表示されます。 

 
c) 画像再生中にもグラフにイベントが表示されます。さらに、Event Listや Eventが表示されます。 
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6. サンプルジャーナル 
a) 下記のようなジャーナルを用意しております。C:¥MM¥app¥mmfluor¥Valveにコピーしてご使
用ください。valve.JTBを Journalsメニュー、Load Journal Toolbarで読み込んでご使用くだ
さい。 

 

以 上 
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